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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体に印刷する印刷部と、
　前記印刷部の印刷に関連する印刷関連部材を収容する容器と、
　開口を有し、前記開口から前記容器が挿入されて前記容器が着脱可能に装着される装着
部と、を備え、
　前記装着部は、前記開口から前記容器が挿入される際に前記容器を前記開口に導く装着
部側傾斜面を有する案内部を有し、
　前記案内部は、前記開口の前面側であり、前記開口よりも低い位置に設けられ、前記装
着部側傾斜面は前記開口に向かうほど高くなるように傾斜していることを特徴とする印刷
装置。
【請求項２】
　前記装着部を開閉自在に覆う開閉カバーを備え、
　前記開閉カバーは、開放状態において、前記容器を前記装着部に装着する装着方向側の
端部が前記装着部の一部と鉛直方向で重なるように配置されることを特徴とする請求項１
に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記装着部を開閉自在に覆う開閉カバーを備え、
　前記開閉カバーは、開放状態において、前記容器を前記装着部に装着する装着方向側の
端部が前記装着部側傾斜面の一部と鉛直方向で重なるように配置されることを特徴とする
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請求項１または請求項２に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記容器には、前記装着部に対する誤装着を抑制する誤装着抑制凸部が設けられ、
　前記装着部の前記開口内には、前記容器が装着される際に、前記誤装着抑制凸部を収容
する誤装着抑制凹部が設けられていることを特徴とする請求項１～請求項３のうちいずれ
か一項に記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記案内部は、前記容器を前記開口に導くように前記印刷装置の幅方向において当該開
口に対応する位置に配置されることを特徴とする請求項１～請求項４のうちいずれか一項
に記載の印刷装置。
【請求項６】
　前記案内部は、前記装着部側傾斜面を有した装着部側リブを前記開口に対して少なくと
も１つ有していることを特徴とする請求項１～請求項５のうちいずれか一項に記載の印刷
装置。
【請求項７】
　媒体に印刷する印刷部と、
　前記印刷部の印刷に関連する印刷関連部材を収容する容器と、
　開口を有し、前記開口から前記容器が挿入されて前記容器が着脱可能に装着される装着
部と、を備え、
　前記装着部は、前記開口から前記容器が挿入される際に前記容器を前記開口に導く装着
部側傾斜面を有する案内部を有し、
　前記案内部は、前記装着部側傾斜面を有した装着部側リブを前記開口に対して少なくと
も１つ有し、
　前記容器には、前記装着部に対する誤装着を抑制する誤装着抑制凸部が設けられ、
　前記装着部には、前記容器が装着される際に、前記誤装着抑制凸部を収容する誤装着抑
制凹部が設けられ、
　前記装着部側リブは、前記容器を前記装着部に装着する装着方向において前記誤装着抑
制凹部と対応しない位置に配置されていることを特徴とする印刷装置。
【請求項８】
　前記装着部は、複数の単位装着部を備え、
　複数の前記単位装着部にそれぞれ設けられる前記誤装着抑制凹部の位置は、互いに異な
ることを特徴とする請求項７に記載の印刷装置。
【請求項９】
　前記装着部を開閉自在に覆う開閉カバーを備え、
　前記開閉カバーは、開放状態において前記容器を前記装着部側傾斜面に導くカバー側傾
斜面を有していることを特徴とする請求項７または請求項８に記載の印刷装置。
【請求項１０】
　媒体に印刷する印刷部と、
　前記印刷部の印刷に関連する印刷関連部材を収容する容器と、
　開口を有し、前記開口から前記容器が挿入されて前記容器が着脱可能に装着される装着
部と、を備え、
　前記装着部は、前記開口から前記容器が挿入される際に前記容器を前記開口に導く装着
部側傾斜面を有する案内部を有し、
　前記案内部は、前記装着部側傾斜面を有した装着部側リブを前記開口に対して少なくと
も１つ有し、
　前記装着部を開閉自在に覆う開閉カバーを備え、
　前記開閉カバーは、開放状態において前記容器を前記装着部側傾斜面に導くカバー側傾
斜面を有したカバー側リブを前記開口に対して少なくとも１つ有し、
　前記装着部側リブと前記カバー側リブとは、印刷装置の幅方向において同じ位置に配置
され、前記装着部側リブと前記カバー側リブとで前記容器を前記開口に案内し、
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　前記開閉カバーは、開放状態において、前記容器を前記装着部に装着する装着方向側の
端部が前記装着部の一部と鉛直方向で重なるように配置されることを特徴とする印刷装置
。
【請求項１１】
　前記カバー側リブは、前記開閉カバーの開放状態において、前記開閉カバーにおける鉛
直方向で前記装着部の一部と重なる領域よりも、前記装着方向と反対の方向側に位置して
いることを特徴とする請求項１０に記載の印刷装置。
【請求項１２】
　前記開閉カバーは、回動軸を中心として回動されることによって開閉されることを特徴
とする請求項２、請求項３、請求項９～請求項１１のうちいずれか一項に記載の印刷装置
。
【請求項１３】
　前記開閉カバーは、開放状態において前記容器の前記装着方向とは反対の端部側に当該
反対側の端部に向かって高くなる第２のカバー側傾斜面を有していることを特徴とする請
求項２、請求項３、請求項９～請求項１１のうちいずれか一項に記載の印刷装置。
【請求項１４】
　前記印刷部は、前記媒体に液体を吐出する液体吐出ヘッドであり、
　前記容器は、前記液体吐出ヘッドに供給される前記液体を保持する液体収容体を着脱可
能に収容する収容部を有した液体収容容器であることを特徴とする請求項１～請求項１３
のうちいずれか一項に記載の印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばインクジェット式プリンターなどの印刷装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、印刷装置の一種として、記録ヘッドのノズルからインクを噴射して用紙に印刷
を行うインクジェット式プリンターが知られている。こうしたプリンターでは、記録ヘッ
ドに供給するインクが充填されたインクカートリッジを収納するインクカートリッジ収納
装置が備えられている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　このようなインクカートリッジ収納装置は、矩形箱状のインクカートリッジを収納可能
な収納ケース本体と、収納ケース本体の前面開口部を開閉する扉体とを備えている。収納
ケース本体は、前面開口部からインクカートリッジが挿抜可能に収容される収容室を備え
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２６８９８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述のようなプリンターでは、通常、インクカートリッジ収納装置における
収納ケース本体の前面開口部が、インクカートリッジを挿入可能なぎりぎりの大きさに設
定される。このため、収納ケース本体の前面開口部から収容室にインクカートリッジを挿
入する際に、インクカートリッジを、開放状態の扉体に引っ掛けたり、前面開口部を形成
する周壁にぶつけたりするおそれがある。したがって、インクカートリッジを前面開口部
から収容室に円滑に挿入する上では、改善の余地を残すものとなっている。
【０００６】
　本発明は、このような従来技術に存在する問題点に着目してなされたものである。その
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目的とするところは、印刷関連部材が収容される容器を装着部の開口に円滑に挿入するこ
とができる印刷装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　以下、上記課題を解決するための手段及びその作用効果について記載する。
　上記課題を解決する印刷装置は、媒体に印刷する印刷部と、前記印刷部の印刷に関連す
る印刷関連部材を収容する容器と、開口を有し、前記開口から前記容器が挿入されて前記
容器が着脱可能に装着される装着部と、を備え、前記装着部は、前記開口から前記容器が
挿入される際に前記容器を前記開口に導く案内部を有している。
【０００８】
　この構成によれば、印刷関連部材が収容される容器を装着部に装着する際に、当該容器
が案内部によって開口に導かれる。したがって、印刷関連部材が収容される容器を装着部
の開口に円滑に挿入することができる。
【０００９】
　上記印刷装置において、前記案内部は、前記容器を前記開口に導く装着部側傾斜面を有
していることが好ましい。
　この構成によれば、容器を装着部側傾斜面上において開口に向かって摺動させることで
、容器を装着部の開口に円滑に挿入することができる。
【００１０】
　上記印刷装置において、前記案内部は、前記開口よりも低い位置に設けられ、前記装着
部側傾斜面は前記開口に向かうほど高くなるように傾斜していることが好ましい。
　この構成によれば、容器を装着部側傾斜面上において開口よりも低い位置から開口に向
かって摺動させることで、容器が重い場合でも容器を装着部の開口に円滑に挿入すること
ができる。
【００１１】
　上記印刷装置において、前記案内部は、前記装着部側傾斜面を有した少なくとも１つの
装着部側リブを有していることが好ましい。
　この構成によれば、装着部側リブによって装着部を補強しつつ装着部側傾斜面によって
容器を開口に向かって案内することができる。
【００１２】
　上記印刷装置において、前記容器には、前記装着部に対する誤装着を抑制する誤装着抑
制凸部が設けられ、前記装着部には、前記容器が装着される際に、前記誤装着抑制凸部を
収容する誤装着抑制凹部が設けられ、前記装着部側リブは、前記容器を前記装着部に装着
する装着方向において前記誤装着抑制凹部と対応しない位置に配置されていることが好ま
しい。
【００１３】
　この構成によれば、容器を装着部に装着する際に、容器の誤装着抑制凸部が装着部側リ
ブに衝突することを抑制できる。
　上記印刷装置において、前記装着部は、複数の単位装着部を備え、複数の前記単位装着
部にそれぞれ設けられる前記誤装着抑制凹部の位置は、互いに異なることが好ましい。
【００１４】
　この構成によれば、複数の容器の誤装着抑制凸部と複数の単位装着部の誤装着抑制凹部
とを一対一で対応させることで、容器が誤った単位装着部に装着される誤装着の発生を抑
制できる。
【００１５】
　上記印刷装置において、前記装着部を開閉自在に覆う開閉カバーを備え、前記開閉カバ
ーは、開放状態において前記容器を前記装着部側傾斜面に導くカバー側傾斜面を有してい
ることが好ましい。
【００１６】
　この構成によれば、容器をカバー側傾斜面上において装着部側傾斜面に向かって摺動さ
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せることで、容器を装着部側傾斜面に案内することができる。
　上記印刷装置において、前記開閉カバーは、前記カバー側傾斜面を有した少なくとも１
つのカバー側リブを有していることが好ましい。
【００１７】
　この構成によれば、カバー側リブによって開閉カバーを補強しつつカバー側傾斜面によ
って容器を装着部側傾斜面に案内することができる。
　上記印刷装置において、前記開閉カバーは、開放状態において、前記容器を前記装着部
に装着する装着方向側の端部が前記装着部の一部と鉛直方向で重なるように配置されるこ
とが好ましい。
【００１８】
　この構成によれば、カバー側傾斜面と装着部側傾斜面との距離をより短くすることがで
きる。
　上記印刷装置において、前記カバー側リブは、前記開閉カバーの開放状態において、前
記開閉カバーにおける鉛直方向で前記装着部の一部と重なる領域よりも、前記装着方向と
反対の方向側に位置していることが好ましい。
【００１９】
　この構成によれば、開閉カバーを開閉する際に、カバー側リブが装着部の一部に接触す
ることを抑制できる。
　上記印刷装置において、前記開閉カバーは、回動軸を中心として回動されることによっ
て開閉されることが好ましい。
【００２０】
　この構成によれば、開閉カバーをスライドさせて開閉する場合に比べて、場所をとらな
いようにすることができる。
　上記印刷装置において、前記印刷部は、前記媒体に液体を吐出する液体吐出ヘッドであ
り、前記容器は、前記液体吐出ヘッドに供給される前記液体を保持する液体収容体を着脱
可能に収容する収容部を有した液体収容容器であることが好ましい。
【００２１】
　この構成によれば、液体収容容器内から供給された液体を液体吐出ヘッドから媒体に吐
出することで、媒体の印刷を行うことができる。
　上記課題を解決する印刷装置は、媒体に印刷する印刷部と、前記印刷部の印刷に関連す
る印刷関連部材を収容する容器と、開口を有し、前記開口から前記容器が挿入されて前記
容器が着脱可能に装着される装着部と、前記装着部を開閉自在に覆う開閉カバーと、を備
え、前記装着部及び前記開閉カバーのうちの少なくとも一方は、前記開口から前記容器が
挿入される際に前記容器を前記開口に導く案内部を有している。
【００２２】
　この構成によれば、印刷関連部材が収容される容器を装着する際に、当該容器が案内部
によって開口に導かれる。したがって、印刷関連部材が収容される容器を装着部の開口に
円滑に挿入することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】一実施形態のインクジェット式プリンターの斜視図。
【図２】インクジェット式プリンターの内部構造を示す正面模式図。
【図３】容器を上側から見たときの斜視図。
【図４】容器を下側から見たときの斜視図。
【図５】インクジェット式プリンターにおける装着部付近を示す斜視図。
【図６】図５の拡大図。
【図７】図５の断面図。
【図８】インクジェット式プリンターにおける装着部付近を示す正面図。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
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　以下、印刷装置をインクジェット式プリンターに具体化した一実施形態を図面に従って
説明する。
　図１に示すように、印刷装置の一例としてのインクジェット式プリンター１１は、水平
な使用場所に設置された状態で、高さ、奥行、及び幅としてそれぞれ所定の長さを有する
筐体１２と、筐体１２上に配置された自動原稿送り装置１３を含む原稿読取装置とを備え
ている。
【００２５】
　自動原稿送り装置１３は、複数の原稿Ｇを積層状態でセット可能なセット部１４と、セ
ット部１４の下側に配置された排出部１５とを備えている。そして、セット部１４に積層
状態でセットされた複数の原稿Ｇは、順次に原稿送り経路（図示略）を介して排出部１５
へと反転されて送られる過程で筐体１２内の上端部に配置された読み取り部１６（図２参
照）によって読み取られる。
【００２６】
　筐体１２の前面部分には、底部側から上に向かって順に、開閉カバー１７、媒体の一例
としての用紙Ｐを収容した用紙カセット１８が着脱自在に装着される装着口１９、印刷済
みの用紙Ｐが排出される排出口２０、及び各種の操作を行うための操作部２１が設けられ
ている。さらに、筐体１２の前面部分には、排出口２０から排出される印刷済みの用紙Ｐ
を支持する排出トレイ２２が前方側に突出するように着脱自在に取着されている。なお、
筐体１２の前面とは、高さと幅を有し、ユーザーがインクジェット式プリンター１１の操
作を主に行う側面のことをいう。
【００２７】
　図１及び図２に示すように、筐体１２の内部には、開閉カバー１７、装着口１９、及び
操作部２１の奥側となる位置に、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙが着脱可能に装着
される装着部２６、用紙カセット１８における用紙Ｐを収容する部分である用紙収容部２
７、及び用紙Ｐに印刷する印刷部の一例としての液体吐出ヘッド２８がそれぞれ収容され
ている。開閉カバー１７は、装着部２６の前面を開閉自在に覆っている。また、インクジ
ェット式プリンター１１は、筐体１２内の任意の位置に、インクジェット式プリンター１
１全体を統括的に制御する制御部２９を備えている。
【００２８】
　図２に示すように、装着部２６は、複数（本実施形態では４つ）の容器２５Ｂ，２５Ｃ
，２５Ｍ，２５Ｙを収容可能な収容空間を形成する枠体３０と、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２
５Ｍ，２５Ｙがそれぞれ着脱可能に装着される複数（本実施形態では４つ）の単位装着部
３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙとを備えている。単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，
３１Ｙは、枠体３０に形成された複数の（本実施形態では４つ）開口の一例としての挿入
口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙをそれぞれ備えている。
【００２９】
　挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙは、収容空間に対して手前側から連通している
。そして、４つの容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙは、４つの挿入口３２Ｂ，３２Ｃ
，３２Ｍ，３２Ｙからそれぞれ収容空間に挿入されることにより、単位装着部３１Ｂ，３
１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙに対してそれぞれ着脱可能に装着される。
【００３０】
　なお、本実施形態では、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを挿入口３２Ｂ，３２Ｃ
，３２Ｍ，３２Ｙに対して挿抜するときの方向が奥行方向Ｘとなり、奥行方向Ｘと直交す
る方向が幅方向Ｙとなる。幅方向Ｙと奥行方向Ｘは実質的に水平面に沿う。挿入口３２Ｂ
，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙは、幅方向Ｙに沿って並んで配置されている。挿入口３２Ｂは
挿入口３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙに比べて大きさが大きくなっており、挿入口３２Ｃ，３２
Ｍ，３２Ｙは互いに大きさ及び形状が同じになっている。
【００３１】
　図２及び図３に示すように、本実施形態の容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙは、略
有底矩形箱状をなしており、液体吐出ヘッド２８の印刷に関連する印刷関連部材の一例と
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してのインク（液体）を収容した液体収容体の一例としての可撓性の袋体３３を着脱可能
に収容する収容部３４を有した液体収容容器である。
【００３２】
　袋体３３は、液体吐出ヘッド２８に供給されるインクを保持している。袋体３３には、
接続部３５と、把手３６とが設けられている。接続部３５は、袋体３３が容器２５Ｂ，２
５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙの収容部３４に収容された状態において、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２
５Ｍ，２５Ｙにおけるこれらの長手方向となる奥行方向Ｘの一端側から露出する。そして
、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙに
対してそれぞれ装着した際には、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙのそれぞれの接続
部３５が単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙに対してそれぞれ接続される。
【００３３】
　図２及び図４に示すように、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙの裏側（収容部３４
側とは反対側）には、奥行方向Ｘに延びる複数（本実施形態では３つ）の誤装着抑制凸部
３７が形成されている。３つの誤装着抑制凸部３７は、幅方向Ｙに間隔を置いて互いに平
行に延びており、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙの単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３
１Ｍ，３１Ｙに対する誤装着を抑制する。本実施形態では、３つの誤装着抑制凸部３７の
配置は容器２５Ｂと容器２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙとで異なっており、容器２５Ｃ，２５Ｍ
，２５Ｙにおける３つの誤装着抑制凸部３７の配置は互いに同じになっている。
【００３４】
　容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙにおける接続部３５が露出する側とは反対側の端
部には、挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙとそれぞれ対応する略矩形板状の化粧部
３８が設けられている。容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙは、それぞれの３つの誤装
着抑制凸部３７が化粧部３８側から見えないようになっている。すなわち、容器２５Ｂ，
２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙは、化粧部３８側から見ると、それぞれの３つの誤装着抑制凸部
３７が化粧部３８に隠れるようになっている。
【００３５】
　４つの容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙに収容される袋体３３には、それぞれ互い
に異なる色（本実施形態では、ブラック、シアン、マゼンタ、イエロー）のインクが収容
されている。この場合、ブラックインクは使用頻度が高いため、ブラックインクを収容す
る袋体３３及び当該袋体３３を収容する容器２５Ｂは、ブラックインク以外のインク（シ
アンインク、マゼンタインク、イエローインク）を収容する袋体３３及び当該袋体３３を
収容する容器２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙよりも大きさが大きくなっている。
【００３６】
　シアンインク、マゼンタインク、イエローインクを収容するそれぞれの袋体３３及び当
該袋体３３をそれぞれ収容する容器２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙは、互いに大きさが同じにな
っている。本実施形態では、ブラックインクを収容する袋体３３を収容する容器２５Ｂは
図２において左端に位置する挿入口３２Ｂに挿入される。
【００３７】
　さらに、図２において、容器２５Ｃが挿入される挿入口３２Ｃは挿入口３２Ｂの右隣に
配置され、容器２５Ｍが挿入される挿入口３２Ｍは挿入口３２Ｃの右隣に配置され、容器
２５Ｙが挿入される挿入口３２Ｙは挿入口３２Ｍの右隣に配置されている。なお、挿入口
３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙの大きさ及び形状は、これらにそれぞれ挿入される容器
２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙの大きさ及び形状に合わせられている。
【００３８】
　図２に示すように、筐体１２内における用紙収容部２７の上側には、用紙Ｐを支持する
支持台４０が配置されている。支持台４０上には、用紙収容部２７内に積層状態で収容さ
れた複数の用紙Ｐが搬送部（図示略）によって一枚ずつ反転されて搬送される。また、筐
体１２内には、単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙに装着された容器２５Ｂ，２
５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙ内のインクを、供給ポンプ（図示略）の駆動によって液体吐出ヘッ
ド２８へ供給する供給機構４１が収容されている。
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【００３９】
　供給機構４１は、一端側が単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙに接続された供
給チューブ４２と、供給チューブ４２の他端側に接続された継手部４３と、継手部４３に
一端側が接続されるとともに他端側が液体吐出ヘッド２８に接続されたフレキシブルチュ
ーブ４４とを備えている。供給機構４１は、４つの容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙ
とそれぞれ対応するように、筐体１２内に４つ配置されている。
【００４０】
　液体吐出ヘッド２８は、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙ内から接続部３５及び供
給機構４１を介して供給されるそれぞれのインクを吐出する複数のノズル４５を備えてお
り、キャリッジ４６によって支持されている。キャリッジ４６は、筐体１２内に架設され
た幅方向Ｙに延びるガイド軸４７に往復移動可能に支持されている。すなわち、キャリッ
ジ４６は、幅方向Ｙに沿って往復移動されるようになっている。
【００４１】
　そして、キャリッジ４６をガイド軸４７に沿って幅方向Ｙに往復移動させながら液体吐
出ヘッド２８の各ノズル４５から支持台４０上に搬送される用紙Ｐに各インクを吐出させ
ることにより、用紙Ｐに対して印刷がなされる。この場合、各フレキシブルチューブ４４
は、キャリッジ４６の往復移動に追従して撓み変位する。なお、印刷済みの用紙Ｐは、図
１に示すように、排出口２０から排出トレイ２２上に排出される。
【００４２】
　図１及び図５に示すように、開閉カバー１７は、幅方向Ｙに長い有底矩形箱状をなして
おり、閉じている状態（図１に示す状態）で鉛直面に沿う底壁５０のみが露出する。開閉
カバー１７における幅方向Ｙで対向する２つの側壁の基端部には、円環状の軸受部５１が
対をなすように形成されている。一対の軸受部５１には、筐体１２における一対の軸受部
５１と対応する位置に幅方向Ｙに突設された一対の回動軸５２がそれぞれ挿入される。
【００４３】
　これにより、開閉カバー１７は、一対の回動軸５２により、一対の軸受部５１において
回動可能に支持される。そして、開閉カバー１７は、一対の回動軸５２を回動中心として
底壁５０が鉛直面に沿う閉位置（図１に示す位置）と、閉位置から９０度回動して底壁５
０が水平面に沿う開位置（図５に示す位置）との間で回動されることによって開閉される
。つまり、開閉カバー１７は、閉位置にある状態において、下端側を回動中心として前方
側（図５では手前側）に倒れるように回動することで開放される。
【００４４】
　図５及び図６に示すように、装着部２６における開閉カバー１７側の端部における挿入
口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙよりも低い位置には、幅方向Ｙに延びる矩形板状の舌
片部５３が設けられている。舌片部５３は、幅方向Ｙの長さが挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３
２Ｍ，３２Ｙのほぼ全体をカバーするように設定されている。舌片部５３上には、挿入口
３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙから容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙが挿入される
際に、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙに
導く案内部の一例としての複数の板状の装着部側リブ５４が設けられている。
【００４５】
　各装着部側リブ５４は、幅方向Ｙから見て略直角三角形状をなしており、挿入口３２Ｂ
，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙよりも低い位置に配置されている。各装着部側リブ５４の上面
は、奥行方向Ｘにおいて挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙに向かうほど高くなるよ
うに傾斜した装着部側傾斜面５５とされている。本実施形態では、装着部側リブ５４が、
挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙと奥行方向Ｘで３つずつ対応するように配置され
ている。これら３つずつの装着部側リブ５４は、幅方向Ｙにおいて適宜間隔を置いて配置
されている。
【００４６】
　開閉カバー１７が開位置にある開放状態において、開閉カバー１７の底壁５０上には、
奥行方向Ｘで複数の装着部側リブ５４と対応するように複数の板状のカバー側リブ５６が
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設けられている。開閉カバー１７の開放状態において、各カバー側リブ５６は、各装着部
側リブ５４よりも低い位置に配置されている。
【００４７】
　開閉カバー１７の開放状態において、各カバー側リブ５６の上面は、挿入口３２Ｂ，３
２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙから容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙが挿入される場合に、容
器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを各装着部側リブ５４の装着部側傾斜面５５に導くよ
うに傾斜したカバー側傾斜面５７とされている。各カバー側傾斜面５７は、各装着部側リ
ブ５４に向かうほど高くなるように傾斜している。
【００４８】
　図７に示すように、開閉カバー１７は、開放状態において、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５
Ｍ，２５Ｙを単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙに装着する装着方向側（図７で
は右側）の端部が装着部２６の一部である舌片部５３と鉛直方向で重なるように配置され
る。すなわち、開閉カバー１７は、開放状態において、奥行方向Ｘにおける装着部２６側
の端部が舌片部５３に対して極めて近い位置で下側から重なるように配置される。
【００４９】
　この場合、開閉カバー１７を開放状態から更に閉位置側とは反対の方向へ回動させると
、開閉カバー１７における装着部２６側の端部が舌片部５３に当接するため、開閉カバー
１７の回動が舌片部５３によって妨げられる。つまり、舌片部５３は、開閉カバー１７を
閉位置から開位置へ回動させる際に、開閉カバー１７の回動を開位置までに規制するスト
ッパーとしても機能するようになっている。
【００５０】
　なお、各カバー側リブ５６は、開閉カバー１７の開放状態において、開閉カバー１７に
おける鉛直方向で舌片部５３と重なる領域Ａよりも、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５
Ｙを単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙに装着する装着方向（図７では右方向）
と反対の方向側（図７では左側）に位置している。すなわち、各カバー側リブ５６は、開
閉カバー１７の開放状態において、領域Ａよりも奥行方向Ｘにおいて装着部２６から遠い
位置に配置されている。
【００５１】
　図８に示すように、単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙ内の底部には、これら
に装着される容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙの誤装着抑制凸部３７とそれぞれ対応
する位置に、誤装着抑制凸部３７を収容する溝状の誤装着抑制凹部５８が奥行方向Ｘに延
びるように設けられている。すなわち、本実施形態において、単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ
，３１Ｍ，３１Ｙには、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙが装着される際に、それぞ
れの３つの誤装着抑制凸部３７を収容する誤装着抑制凹部５８が３つずつ設けられている
。
【００５２】
　したがって、単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙに対して容器２５Ｂ，２５Ｃ
，２５Ｍ，２５Ｙが誤った姿勢で装着されたり、単位装着部３１Ｂに対して容器２５Ｃ，
２５Ｍ，２５Ｙのいずれかが誤って装着されたりすることが抑制される。すなわち、容器
２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙは、各誤装着抑制凸部３７が各誤装着抑制凹部５８に収
容されない状態で、単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙに装着することができな
いようになっている。
【００５３】
　なお、各装着部側リブ５４は、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを単位装着部３１
Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙに装着する装着方向（図８では奥行方向Ｘに沿って紙面の手
前側から奥側へ向かう方向）において、各誤装着抑制凹部５８と対応しない位置に配置さ
れる。すなわち、各装着部側リブ５４の位置と、各誤装着抑制凹部５８の位置とは、幅方
向Ｙにおいてずれている。
【００５４】
　次に、単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙに対して容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５
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Ｍ，２５Ｙを装着するときの作用について説明する。なお、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ
，２５Ｙの単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙに対する装着方法は全て同じであ
るため、ここでは代表して容器２５Ｂを単位装着部３１Ｂに対して装着する際の作用につ
いて説明する。
【００５５】
　容器２５Ｂを単位装着部３１Ｂに装着する場合には、まず、開閉カバー１７を閉位置か
ら開位置へ回動させて、開閉カバー１７を開放状態にする。続いて、容器２５Ｂにおける
化粧部３８側を手で持った状態で、容器２５Ｂにおける接続部３５側が挿入口３２Ｂに近
づくように容器２５Ｂを奥行方向Ｘに沿って移動させる。
【００５６】
　このとき、容器２５Ｂが重くて容器２５Ｂにおける接続部３５側が下がって開閉カバー
１７に接触しても、容器２５Ｂにおける接続部３５側が挿入口３２Ｂと奥行方向Ｘで対応
するカバー側リブ５６のカバー側傾斜面５７上を滑って挿入口３２Ｂと奥行方向Ｘで対応
する装着部側リブ５４の装着部側傾斜面５５上に導かれる。
【００５７】
　引き続き、容器２５Ｂを挿入口３２Ｂに向かって移動させると、容器２５Ｂにおける接
続部３５側が挿入口３２Ｂと奥行方向Ｘで対応する装着部側リブ５４の装着部側傾斜面５
５上を滑って挿入口３２Ｂに導かれる。すると、容器２５Ｂは、接続部３５側から挿入口
３２Ｂに挿入される。このとき、容器２５Ｂの３つの誤装着抑制凸部３７は、単位装着部
３１Ｂの３つの誤装着抑制凹部５８にそれぞれ挿入される。
【００５８】
　引き続き、容器２５Ｂを単位装着部３１Ｂ内の奥まで押し込むと、容器２５Ｂが単位装
着部３１Ｂに装着される。このとき、容器２５Ｂの３つの誤装着抑制凸部３７は、単位装
着部３１Ｂの３つの誤装着抑制凹部５８にそれぞれ収容される。さらにこのとき、接続部
３５は、単位装着部３１Ｂに接続されて単位装着部３１Ｂに接続された供給チューブ４２
と連通する。
【００５９】
　このように、容器２５Ｂを単位装着部３１Ｂに装着する際には、容器２５Ｂがカバー側
傾斜面５７及び装着部側傾斜面５５によって挿入口３２Ｂに導かれるので、容器２５Ｂが
単位装着部３１Ｂの挿入口３２Ｂに円滑に挿入される。なお、容器２５Ｃ，２５Ｍ，２５
Ｙについても、上述した容器２５Ｂの場合と同様に、それぞれ挿入口３２Ｃ，３２Ｍ，３
２Ｙに対して円滑に挿入されて単位装着部３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙに装着される。
【００６０】
　以上、詳述した実施形態によれば以下の効果を得ることができる。
　（１）インクジェット式プリンター１１において、装着部２６は、挿入口３２Ｂ，３２
Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙから容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙが挿入される際に、容器２
５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙに導く装着部側
リブ５４を有している。このため、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを装着部２６に
装着する際に、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙが装着部側リブ５４によって挿入口
３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙに導かれる。したがって、印刷関連部材であるインクが
収容される容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを装着部２６の挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，
３２Ｍ，３２Ｙに円滑に挿入することができる。
【００６１】
　（２）インクジェット式プリンター１１において、装着部側リブ５４は、容器２５Ｂ，
２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙに導く装着部側傾斜面
５５を有している。このため、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを装着部側傾斜面５
５上において挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙに向かって摺動させることで、容器
２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを装着部２６の挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙ
に円滑に挿入することができる。
【００６２】
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　（３）インクジェット式プリンター１１において、装着部側リブ５４は挿入口３２Ｂ，
３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙよりも低い位置に設けられ、装着部側傾斜面５５は挿入口３２Ｂ
，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙに向かうほど高くなるように傾斜している。このため、容器２
５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを装着部側傾斜面５５上において挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，
３２Ｍ，３２Ｙよりも低い位置から挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙに向かって摺
動させることで、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙが重い場合でも容器２５Ｂ，２５
Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを装着部２６の挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙに円滑に挿入
することができる。
【００６３】
　（４）インクジェット式プリンター１１は、装着部側傾斜面５５を有した複数の装着部
側リブ５４を備えている。このため、複数の装着部側リブ５４によって装着部２６を補強
しつつ装着部側傾斜面５５によって容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを挿入口３２Ｂ
，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙに向かって案内することができる。
【００６４】
　（５）インクジェット式プリンター１１において、装着部２６には容器２５Ｂ，２５Ｃ
，２５Ｍ，２５Ｙが装着される際に容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙの誤装着抑制凸
部３７を収容する誤装着抑制凹部５８が設けられ、装着部側リブ５４は容器２５Ｂ，２５
Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを装着部２６に装着する装着方向（奥行方向Ｘに沿う方向）において
誤装着抑制凹部５８と対応しない位置に配置されている。このため、容器２５Ｂ，２５Ｃ
，２５Ｍ，２５Ｙを装着部２６に装着する際に、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙの
誤装着抑制凸部３７が装着部側リブ５４に衝突することを抑制できる。
【００６５】
　（６）インクジェット式プリンター１１において、開閉カバー１７は、開放状態におい
て、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを装着部側傾斜面５５に導くカバー側傾斜面５
７を有している。このため、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙをカバー側傾斜面５７
上において装着部側傾斜面５５に向かって摺動させることで、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５
Ｍ，２５Ｙを装着部側傾斜面５５に案内することができる。
【００６６】
　（７）インクジェット式プリンター１１において、開閉カバー１７は、カバー側傾斜面
５７を有した複数のカバー側リブ５６を有している。このため、カバー側リブ５６によっ
て開閉カバー１７を補強しつつカバー側傾斜面５７によって容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ
，２５Ｙを装着部側傾斜面５５に案内することができる。
【００６７】
　（８）インクジェット式プリンター１１において、開閉カバー１７は、開放状態におい
て、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを装着部２６に装着する装着方向側の端部が装
着部２６の一部である舌片部５３と鉛直方向で重なるように配置される。このため、カバ
ー側傾斜面５７と装着部側傾斜面５５との距離をより短くすることができる。
【００６８】
　（９）インクジェット式プリンター１１において、カバー側リブ５６は、開閉カバー１
７の開放状態において、開閉カバー１７における鉛直方向で舌片部５３と重なる領域Ａよ
りも、上記装着方向と反対の方向側に位置している。このため、開閉カバー１７を開閉す
る際に、カバー側リブ５６が舌片部５３に接触することを抑制できる。
【００６９】
　（１０）インクジェット式プリンター１１において、開閉カバー１７は、回動軸５２を
中心として回動されることによって開閉される。このため、開閉カバー１７を例えば幅方
向Ｙにスライドさせて開閉する場合に比べて、場所をとらないようにすることができる。
【００７０】
　（１１）インクジェット式プリンター１１において、印刷部は用紙Ｐにインクを吐出す
る液体吐出ヘッド２８であり、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙは液体吐出ヘッド２
８に供給されるインクを保持する袋体３３を着脱可能に収容する収容部３４を有した液体
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収容容器である。このため、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙ内から供給されたイン
クを液体吐出ヘッド２８から用紙Ｐに吐出することで、用紙Ｐの印刷を行うことができる
。
【００７１】
　（変更例）
　なお、上記実施形態は以下のように変更してもよい。
　・図７に示すように、開閉カバー１７の開放状態において、開閉カバー１７の上面にお
ける装着部２６側とは反対側の端部に、上面が容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを挿
入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙから引き抜く方向（図７では左方向）に向かって高
くなるように傾斜した傾斜面６０とされた板状のリブ６１を設けるようにしてもよい。こ
の場合、リブ６１は、幅方向Ｙから見て略直角三角形状をなしており、複数のカバー側リ
ブ５６と奥行方向Ｘで対応するように複数設けられる。このようにすれば、容器２５Ｂ，
２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙから引き抜く際に容器
２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙが開閉カバー１７と接触しても容器２５Ｂ，２５Ｃ，２
５Ｍ，２５Ｙが傾斜面６０上を滑る。このため、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙが
傾斜面６０によって上記引き抜く方向に向かって案内されるので、容器２５Ｂ，２５Ｃ，
２５Ｍ，２５Ｙを挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙから円滑に取り出すことができ
る。
【００７２】
　・単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙにそれぞれ設けられる誤装着抑制凹部５
８の位置は、互いに異なるようにしてもよい。すなわち、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，
２５Ｙにそれぞれ設けられる誤装着抑制凸部３７の位置は、互いに異なるようにしてもよ
い。このようにすれば、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙの誤装着抑制凸部３７と単
位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙの誤装着抑制凹部５８とをそれぞれ一対一で対
応させることで、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙが誤った単位装着部３１Ｂ，３１
Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙに装着される誤装着の発生を抑制できる。例えば、単位装着部３１Ｂ
に容器２５Ｃが誤装着されたり、単位装着部３１Ｙに容器２５Ｍが誤装着されたりするこ
とを抑制できる。
【００７３】
　・装着部側リブ５４を舌片部５３の幅方向Ｙの全体に亘って容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５
Ｍ，２５Ｙの誤装着抑制凸部３７の幅よりも狭い間隔で挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，
３２Ｙの下端よりも若干高くなるように複数設け、これら複数の装着部側リブ５４のうち
容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙの誤装着抑制凸部３７と対応する位置にある装着部
側リブ５４の高さを挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙの下端よりも低くなるように
してもよい。このようにすれば、複数の装着部側リブ５４に誤装着抑制凹部５８と同様の
機能を発揮させることができるので、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙの挿入口３２
Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙへの誤挿入を抑制できる。この場合、容器２５Ｂ，２５Ｃ，
２５Ｍ，２５Ｙの化粧部３８の大きさは、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを挿入口
３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙに挿入する際に、化粧部３８が装着部側リブ５４と接触
しない程度に設定される。なお、複数の装着部側リブ５４のうち容器２５Ｂ，２５Ｃ，２
５Ｍ，２５Ｙの誤装着抑制凸部３７と対応する位置にある装着部側リブ５４は、省略して
もよい。
【００７４】
　・装着部側リブ５４を省略し、カバー側リブ５６を案内部として機能させるようにして
もよい。この場合、カバー側リブ５６は、開閉カバー１７の開放状態において、開閉カバ
ー１７上におけるできるだけ挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙに近い位置に配置す
ることが好ましい。
【００７５】
　・例えば容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙのうちの１つを、液体吐出ヘッド２８に
よる用紙Ｐの印刷で生じる印刷関連部材の一例としてのインクの廃液を回収する廃液タン
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クとして機能させるようにしてもよい。この場合、インクの廃液は、液体吐出ヘッド２８
の各ノズル４５から印刷とは無関係にインクを吐出させるフラッシングや各ノズル４５か
ら液体吐出ヘッド２８内のインクを吸引ポンプなどによって吸引して強制的に排出させる
クリーニング行った場合などに生じる。或いは、装着部２６に単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ
，３１Ｍ，３１Ｙとは別に廃液タンク用単位装着部を設け、容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ
，２５Ｙとは別に用意した容器の一例としての廃液回収用容器を廃液タンク用単位装着部
に着脱可能に装着するように構成してもよい。
【００７６】
　・案内部は、印刷関連部材の一例としての用紙（媒体）Ｐを収容した容器の一例として
の用紙カセット（媒体カセット）１８を装着口１９に案内するものであってもよい。この
場合、開口の一例としての装着口１９を開閉自在に覆う開閉カバーを筐体１２に設けても
よい。
【００７７】
　・開閉カバー１７は、回動によって開閉される構成に限らず、例えば幅方向Ｙにスライ
ドさせて開閉する構成であってもよい。
　・開閉カバー１７は、開放状態において、必ずしも容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５
Ｙを装着部２６に装着する装着方向側の端部が装着部２６の一部である舌片部５３と鉛直
方向で重なるように配置される必要はない。
【００７８】
　・カバー側リブ５６は、開閉カバー１７の開放状態において、必ずしも開閉カバー１７
における鉛直方向で舌片部５３と重なる領域Ａよりも上記装着方向と反対の方向側に位置
している必要はない。
【００７９】
　・開閉カバー１７には、カバー側傾斜面５７を有したカバー側リブ５６を１つだけ設け
るようにしてもよい。
　・開閉カバー１７には、カバー側リブ５６を設けることなく、開放状態において容器２
５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを装着部側傾斜面５５に導くカバー側傾斜面を設けるよう
にしてもよい。この場合、カバー側傾斜面は、開閉カバー１７の幅方向Ｙ全体に亘って連
続して設けることが好ましい。
【００８０】
　・装着部側リブ５４は、必ずしも容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを装着部２６に
装着する装着方向（奥行方向Ｘに沿う方向）において誤装着抑制凹部５８と対応しない位
置に配置する必要はない。
【００８１】
　・舌片部５３上には、装着部側傾斜面５５を有した装着部側リブ５４を１つだけ設ける
ようにしてもよい。
　・装着部側リブ５４を省略し、舌片部５３の上面を傾斜させて装着部側傾斜面（案内部
）として機能させるようにしてもよい。
【００８２】
　・容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙを挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙに導
く案内部は、挿入口３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙの横や上に配置するようにしてもよ
い。
【００８３】
　・案内部は、必ずしも装着部側傾斜面５５を有する必要はない。
　・単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙにおいて、誤装着抑制凹部５８は省略し
てもよい。
【００８４】
　・単位装着部３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙにおいて、誤装着抑制凹部５８の数や配
置は適宜変更してもよい。
　・容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙにおいて、誤装着抑制凸部３７は省略してもよ
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【００８５】
　・容器２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙにおいて、誤装着抑制凸部３７の数や配置は適
宜変更してもよい。
　・開閉カバー１７は省略してもよい。
【００８６】
　・装着部２６には１つの容器のみが装着されるように構成してもよい。
　・媒体は、用紙Ｐに限らず、プラスチックフィルムなどであってもよい。
　・印刷装置はレーザープリンターであってもよい。
【符号の説明】
【００８７】
　１１…印刷装置の一例としてのインクジェット式プリンター、１２…筐体、１３…自動
原稿送り装置、１４…セット部、１５…排出部、１６…読み取り部、１７…開閉カバー、
１８…用紙カセット、１９…装着口、２０…排出口、２１…操作部、２２…排出トレイ、
２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｍ，２５Ｙ…容器（液体収容容器）、２６…装着部、２７…用紙収
容部、２８…印刷部の一例としての液体吐出ヘッド、２９…制御部、３０…枠体、３１Ｂ
，３１Ｃ，３１Ｍ，３１Ｙ…単位装着部、３２Ｂ，３２Ｃ，３２Ｍ，３２Ｙ…開口の一例
としての挿入口、３３…液体収容体の一例としての袋体、３４…収容部、３５…接続部、
３６…把手、３７…誤装着抑制凸部、３８…化粧部、４０…支持台、４１…供給機構、４
２…供給チューブ、４３…継手部、４４…フレキシブルチューブ、４５…ノズル、４６…
キャリッジ、４７…ガイド軸、５０…底壁、５１…軸受部、５２…回動軸、５３…舌片部
、５４…案内部の一例としての装着部側リブ、５５…装着部側傾斜面、５６…カバー側リ
ブ、５７…カバー側傾斜面、５８…誤装着抑制凹部、６０…傾斜面、６１…リブ、Ａ…領
域、Ｇ…原稿、Ｐ…媒体の一例としての用紙、Ｘ…奥行方向、Ｙ…幅方向。

【図１】 【図２】
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